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こ
の
ほ
ど
、
皇
學
館
高
等

学
校
創
立
60
周
年
・
皇
學
館

中
学
校
創
立
45
周
年
記
念
式

典
が
挙
行
さ
れ
た
▼
皇
學
館

高
等
学
校
の
創
立
は
第
一
次

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
子
ど
も
た

ち
が
高
校
に
進
学
す
る
時
期

に
当
た
り
、
当
時
の
三
重
県

知
事
の
要
請
を
う
け
る
形
で

設
立
さ
れ
た
。
神
宮
皇
學
館

普
通
科
の
流
れ
を
汲
む
学
校

と
位
置
付
け
る
な
ら
ば
、
親

和
性
は
高
か
っ
た
に
違
い
な

い
▼
開
設
当
初
は
自
前
の
校

舎
が
完
成
し
て
お
ら
ず
、
伊

勢
市
立
有
緝
小
学
校
に
間
借

り
を
し
て
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ

た
と
い
う
▼
以
来
、
六
十
年

の
時
を
経
て
、
校
舎
や
設
備

も
拡
充
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

で
は
先
進
的
な
取
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
▼
記
念
講
演
で

は
、
卒
業
生
で
あ
る
紀
宝
町

立
相お

野の

谷だ
に

診
療
所
所
長
の
森

本
真
之
助
医
師
が
聞
く
者
を

魅
了
し
た
▼
病
を
診
る
の
で

は
な
く
、
人
を
診
る
地
域
医

療
に
取
組
み
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
備
え
た
災
害
対
策
を

め
ざ
す
話
は
、現
役
高
校
生
・

中
学
生
に
も
大
き
な
感
銘
を

与
え
た
に
違
い
な
い
▼
今
後

も
特
色
の
あ
る
校
風
で
あ
る

直な
お

く
正
し
く
と
い
う
倫
理
的

な
規
範
を
内
に
秘
め
て
活
躍

す
る
卒
業
生
が
陸
続
と
現
れ

て
く
る
だ
ろ
う
▼
人
生
に
と

っ
て
六
十
年
は
還
暦
に
当
た

り
節
目
を
祝
う
。
学
校
史
に

お
い
て
も
ま
た
百
年
に
向
け

た
里
程
の
一
つ
で
あ
る
。

　
采う

ね

女め

の

　

袖
吹
き
返
す

　
　
　

明
日
香
風

京み
や
こ

を
遠
み

　

い
た
づ
ら
に
吹
く

志し

貴き
の

皇み

子こ

皇學館高等学校創立60周年
皇學館中学校創立45周年�記念行事を挙行

　
11
月
２
日
、
皇
學
館
高
等
学
校
創
立
60
周
年
・
皇
學
館
中
学
校
創

立
45
周
年
記
念
行
事
が
執
り
行
わ
れ
た
。
式
典
会
場
と
な
っ
た
シ
ン

フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢
に
は
ご
来
賓
の
方
々
の
ほ

か
本
校
生
、
教
職
員
な
ど
約
１
２
０
０
名
が
参
列
。
建
学
の
精
神
の

も
と
発
展
し
て
き
た
校
史
に
思
い
を
馳
せ
、
佳
節
を
迎
え
た
喜
び
を

胸
に
刻
ん
だ
。

█

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
祭
典
・
式
典

█

同
窓
生
の
協
賛
で
南
門
を
改
修

█

周
年
記
念
特
別
展
・
中
高
合
同
体
育
大
会
を
開
催

　

11
月
２
日
午
前
11
時
、
シ
ン
フ

ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル

伊
勢
に
て
厳
か
に
祭
典
が
執
り
行

わ
れ
た
。
祭
典
（
斎
主
・
岡
部
博
英

教
諭
）
に
は
皇
學
館
高
等
学
校
の

生
徒
９
名
が
祭
員
と
し
て
加
わ
り
、

緊
張
し
な
が
ら
も
無
事
に
務
め
を

　

10
月
30
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で

周
年
を
記
念
し
た
特
別
展
「
皇
學

館
高
等
学
校
・
中
学
校　

過
去
か

ら
未
来
へ
」
が
高
等
学
校
で
開
か

れ
た
。
同
展
は
同
校
の
記
念
誌
を

編
集
す
る
チ
ー
ム（
田
浦
雅
徳
副
校

長
・
高
校
生
メ
ン
バ
ー
）
が
企
画
し
、

本
学
館
史
担
当
の
国
史
学
科
・
長

谷
川
怜
准
教
授
と
大
学
生
有
志
、

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
学
芸
員
・

小
林
郁
助
教
が
協
力
。
展
示
室
と

な
っ
た
教
室
に
は
創
立
時
の
書
類

や
修
学
旅
行
の
案
内
、
中
学
校
の

募
集
ポ
ス
タ
ー
、
昭
和
期
の
制
服

な
ど
両
校
の
歴
史
を
振
り
返
る
興

味
深
い
資
料
が
並
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
10
月
５
日
に
は
周
年
記

念
と
し
て
中
高
合
同
体
育
大
会
が

三
重
交
通
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
杜
伊
勢
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

応
援
合
戦
で
は
高
校
生
の
呼
び

全
う
し
た
。
午
後
２
時
か
ら
は
同

会
場
に
て
記
念
式
典
を
挙
行
。
約

１
２
０
０
名
が
出
席
す
る
中
、
芝

﨑
俊
也
学
校
長
は
式
辞
で
両
校
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
改
め

て
感
謝
の
思
い
を
述
べ
、
建
学
の

精
神
の
も
と
清
明
正
直
な
人
格
を

備
え
、
高
い
志
を
有
す

る
人
材
の
育
成
に
さ
ら

に
努
め
て
い
き
た
い
と

力
強
く
語
っ
た
。
そ
の

後
、
小
串
和
夫
理
事
長

の
告
辞
に
続
き
久
邇
朝

尊
神
宮
大
宮
司
ほ
か
ご

来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞

を
賜
っ
た
。

　

式
典
の
後
に
は
記
念

講
演
を
開
催
。
皇
學
館

高
等
学
校
卒
業
生
で
現

在
は
紀
宝
町
立
相お

野の

谷だ
に

診
療
所
の

所
長
を
務
め
る
森
本
真
之
助
医
師

に
「
私
の
志
と
地
域
医
療
」
と
の

演
題
で
お
話
い
た
だ
い
た
。
森
本

医
師
に
は
昨
年
か
ら
本
校
の
探
究

活
動「
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で

医
療
看
護
系
の
生
徒
た
ち
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
。

生
徒
た
ち
は
三
重
県
で
地
域
医
療
、

災
害
医
療
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て

活
動
さ
れ
て
き
た
森
本
医
師
の
話

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
、
周
年
記
念
行

事
の
一
環
と
し
て
南
門
（
旧
高
校

正
門
）
の
改
修
を
祝
う
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
式
が
行
わ
れ
た
。
利
根
康
教

寒
川
神
社
宮
司
と
皇
學
館
高
等
学

村
田
怜
音
さ
ん（
教
育
4
）が

皇
學
館
史
上
初
の
プ
ロ
野
球
選
手
に

　
皇
學
館
史
に
そ
の
名
を
刻
む
快

挙
だ
。
村
田
怜
音
さ
ん︵
教
育
4
︶

が
₁₀
月
₂₆
日
に
行
わ
れ
た
プ
ロ
野

球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
埼
玉
西
武
ラ

イ
オ
ン
ズ
か
ら
6
位
指
名
を
受
け

た
。

　
身
長
1
9
6
セ
ン
チ
、
体
重

1
1
0
キ
ロ
の
恵
ま
れ
た
体
格
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
長
打
力
が
魅
力
。

指
名
後
の
記
者
会
見
で
は
「
今
日

の
た
め
に
や
っ
て
き
た
。
期
待
も

さ
れ
て
い
た
の
で
、ホ
ッ
と
し
た
」

と
語
り
、
安
堵
の
表
情
を
見
せ
た
。

本
学
初
の
ド
ラ
フ
ト
指
名
選
手
と

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
「︵
皇
學

館
︶
史
上
初
に
な
る
こ
と
も
ず
っ

と
目
標
に
掲
げ
て
き
た
。
ふ
さ
わ

し
い
選
手
に
な
れ
る
よ
う
に
明
日

か
ら
ま
た
頑
張
り
た
い
」
と
決
意

を
新
た
に
し
た
。

村
田
怜
音
さ
ん
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト

指
名
特
集
を
２
面
に
掲
載

か
け
に
応
え
中
学
生
が
一
緒
に
盛

り
上
が
る
な
ど
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

熱
気
に
包
ま
れ
た
。
生
徒
か
ら
は

「
中
高
合
同
開
催
と
い
う
こ
と
で
、

中
学
生
の
競
技
を
応
援
す
る
高
校

生
の
姿
も
あ
っ
た
」「
高
校
生
の
先

輩
た
ち
と
一
緒
に
で
き
て
楽
し
か

っ
た
。
リ
レ
ー
は
と
て
も
速
く
迫

力
が
あ
り
、
さ
す
が
高
校
生
だ
と

思
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、

合
同
体
育
祭
な
ら
で
は
の
雰
囲
気

を
楽
し
ん
だ
一
日
と
な
っ
た
。

校
卒
業
生
ら
の
寄
付
を
も
と
に
進

め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
門
柱
に

は
き
め
細
や
か
な
肌
面
が
美
し
い

大
谷
石
が
貼
ら
れ
、
門
の
間
隔
も

以
前
よ
り
約
１
・
５
ｍ
広
い
、９
・

６
ｍ
に
拡
張
さ
れ
た
。
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「
日
本
一
の
ホ
ー
ム
ラ
ン

バ
ッ
タ
ー
に
」

█

10
／
26

█

ド
ラ
フ
ト
会
議
で

█

6
位
指
名

█

11
／
１

█

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
よ
り

█

指
名
挨
拶

█

11
／
６
・
８

█

松
阪
・
伊
勢
市
長
を

█

表
敬
訪
問

█

11
／
26

█

正
式
契
約
を
結
ぶ

　

10
月
26
日
19
時
２
分
。
ド
ラ
フ
ト

会
議
の
生
中
継
を
見
守
っ
て
い
た
村

田
選
手
は
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

第
６
巡
指
名
と
し
て
名
前
が
呼
ば
れ

た
瞬
間
、
雄
た
け
び
を
上
げ
、
両
手

で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。
森
本
進
監
督
は

万
歳
を
し
て
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
、

野
球
部
員
は
飛
び
跳
ね
て
喜
ん
だ
。

本
学
会
議
室
は
か
つ
て
な
い
興
奮
と

歓
喜
に
沸
き
返
っ
た
。

　

指
名
後
の
記
者
会
見
で
１
年
目
に

残
し
た
い
成
績
に
つ
い
て
「
ま
ず
は

　

11
月
１
日
、
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン

ズ
球
団
本
部
よ
り
前
田
俊
郎
チ
ー
フ
、

安
逹
俊
也
ス
カ
ウ
ト
が
指
名
挨
拶
の

た
め
来
学
し
た
。
安
逹
ス
カ
ウ
ト
は

村
田
選
手
に
注
目
し
た
試
合
の
一
つ

に
明
治
神
宮
大
会
代
表
決
定
戦
を
兼

ね
た
第
18
回
東
海
地
区
・
北
陸
・
愛

知
三
連
盟
王
座
決
定
戦
で
の
対
金
沢

学
院
大
戦
を
挙
げ
、「
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

見
た
と
き
に
、
こ
れ
は
も
う
間
違
い

な
い
と
。
こ
う
い
う
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

が
で
き
る
バ
ッ
タ
ー
は
ホ
ー
ム
ラ
ン

王
に
な
れ
そ
う
だ
。
う
ち
の
チ
ー
ム

カ
ラ
ー
に
も
合
っ
て
い
る
」
と
話
し

た
。
そ
の
上
で
、「
彼
の
身
体
能
力
や

飛
距
離
は
ほ
か
の
人
に
は
な
い
も
の
。

伸
び
し
ろ
が
あ
り
、
将
来
が
楽
し
み
。

夢
を
見
さ
せ
て
も
ら
え
そ
う
」
と
顔

　

村
田
選
手
は
11
月
６
日
に
松
阪
市

の
竹
上
真
人
市
長
、
同
月
８
日
に
は

伊
勢
市
の
鈴
木
健
一
市
長
を
表
敬
訪

問
し
た
。
鈴
木
市
長
に
座
右
の
銘
を

問
わ
れ
た
村
田
選
手
は「
積せ

き

土ど

成せ
い

山ざ
ん

」

と
回
答
。「
高
校
時
代
、
自
主
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
毎
日
欠
か
さ
ず
行
う
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
公
式
戦
で
ホ
ー
ム
ラ

ン
を
打
つ
な
ど
成
果
が
出
始
め
た
。

一
日
一
日
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
け

ば
、
最
後
に
花
が
咲
く
」
と
自
ら
の

体
験
を
振
り
返
っ
た
。
子
ど
も
た
ち

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
求
め
ら
れ
る
と
、

「
諦
め
な
か
っ
た
ら
夢
が
か
な
う
と
、

自
分
が
証
明
で
き
た
。
自
ら
を
信
じ

て
や
り
続
け
て
ほ
し
い
」
と
力
強
く

　

11
月
15
日
、
鳥
羽
市
内
の
ホ
テ
ル

で
入
団
交
渉
が
行
わ
れ
、
内
諾
会
見

が
開
か
れ
た
。
背
番
号
は
「
99
」
に

内
定
。
２
０
１
４
年
に
ホ
ー
ム
ラ
ン

王
を
獲
得
し
た
メ
ヒ
ア
選
手
が
背
負

っ
た
番
号
だ
。安
逹
ス
カ
ウ
ト
は「
大

き
い
番
号
だ
が
、
大
き
な
背
中
に
フ

ィ
ッ
ト
す
る
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ

も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
」
と
期
待
の
高

さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

　

同
月
26
日
に
は
正
式
契
約
。
球
団

の
ド
ラ
フ
ト
新
入
団
選
手
発
表
会
で

お
披
露
目
と
な
っ
た
村
田
選
手
は
見

守
る
フ
ァ
ン
に
「
目
標
は
ホ
ー
ム
ラ

ン
王
」
と
改
め
て
公
言
し
、「
圧
倒
的

な
長
打
力
と
打
球
の
速
さ
を
プ
ロ
の

世
界
で
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
、

坊
主
の
ま
ま
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
〝
レ
オ
の
ガ
リ
バ

ー
〟で
お
願
い
し
ま
す
」と
挨
拶
し
た
。

　

高
校
卒
業
時
、
本
学
以
外
に
も
多

く
の
大
学
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
が
、

「
強
豪
よ
り
地
方
の
大
学
で
１
年
生

か
ら
活
躍
し
た
方
が
プ
ロ
か
ら
注
目

さ
れ
る
」
と
考
え
、
本
学
に
進
学
し

た
村
田
選
手
。
教
育
学
科
に
所
属
し
、

将
来
は
「
野
球
を
教
え
る
指
導
者
に

な
り
た
い
」
と
高
校
の
体
育
教
員
免

許
を
取
得
予
定
だ
。
大
学
で
得
た
い

ち
ば
ん
の
宝
物
に
同
期
の
存
在
を
挙

げ
、「
ゆ
く
ゆ
く
は
一
緒
の
舞
台
で
や

れ
た
ら
い
い
」
と
社
会
人
野
球
チ
ー

ム
や
独
立
リ
ー
グ
に
行
く
仲
間
た
ち

へ
の
思
い
を
語
っ
た
。

　
〝
伊
勢
の
ガ
リ
バ
ー
〟
か
ら
〝
レ
オ

の
ガ
リ
バ
ー
〟
へ
。
逆
算
思
考
で
着

実
に
目
標
を
達
成
し
て
き
た
村
田
選

手
の
活
躍
に
注
目
だ
。

　
皇
學
館
史
上
初
の
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
と

な
っ
た
村
田
怜
音
選
手
。
運
命
の
ド

ラ
フ
ト
会
議
か
ら
契
約
ま
で
の
慌
た

だ
し
い
一
カ
月
を
追
っ
た
。

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

　

村
田
選
手
は
「
あ
の
セ
ン
タ
ー
に

打
っ
た
ホ
ー
ム
ラ
ン
は
自
分
の
中
で

も
い
ち
ば
ん
よ
か
っ
た
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
。
そ
れ
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
語
っ
た
。
そ

し
て
、「
30
本
と
い
わ
ず
、
40
本
、
50

本
と
打
ち
、
日
本
一
の
ホ
ー
ム
ラ
ン

バ
ッ
タ
ー
に
な
れ
る
よ
う
や
っ
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
見
せ
た
。

ケ
ガ
な
く
、
１
年
間
を
フ
ル
で
戦
い

抜
き
た
い
」と
語
っ
た
村
田
選
手
。３

年
後
の
選
手
像
を
問
わ
れ
る
と
「
中

軸
を
張
れ
る
、
苦
し
い
場
面
で
長
打

を
打
て
る
選
手
」
と
話
し
、
加
え
て
、

侍
ジ
ャ
パ
ン
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着

る
と
い
う
、
大
学
で
か
な
え
ら
れ
な

か
っ
た
夢
を
プ
ロ
の
世
界
で
か
な
え

た
い
と
語
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
以
外
で

は
「
結
果
を
出
し
、
応
援
も
さ
れ
る
、

愛
さ
れ
る
選
手
に
な
り
た
い
」
と
話

し
た
。

「
日
本
一
の
ホ
ー
ム
ラ
ン

バ
ッ
タ
ー
に
」

語
っ
た
。鈴
木
市
長
か
ら
は「
こ
れ
ま

で
と
は
違
う
ス
テ
ー
ジ
。
身
体
に
気

を
付
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

援
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
を
受
け
た
。

背番号

99

左から安逹さん、村田選手、前田さん

ドラフト会議後の記者会見（左から新田部長、村田選手、森本監督）

「市民はもちろん、全国の皇學館の人
が歓声を上げた日になったのでは」と
伊勢市長（左）

松阪市長（左）は「地元アスリート
が活躍することで市民も元気にな
り勇気や感動をもらえる」と話す
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学生教職員合同の避難訓練を
₄ 年ぶりに実施

　₁₀月₁₂日のⅣ講時終了後、学生・教職員を
対象とした防災訓練が ₄ 年ぶりに行われた。
緊急地震速報を受け、学生は教員や大学自衛
消防隊の誘導で第一グラウンドに避難。続い
て水消火器訓練が実施され、同自衛消防隊消
火班による水消火器使用の説明の後、代表の
学生が実際に水消火器を体験した。その後、伊
勢市危機管理課防災マネージャーの阿部雅寿
さんによる講話「災害に対する日頃からの備
え」を聞いた。阿部さんはその中で「東海地
方を襲う南海トラフ地震は₁₀₀～₁₅₀年の周期
で必ず発生している。まだ起こらないではな
く、今日起こるかもしれないという意識を常
に持つことが重要」と述べた。

　

出
雲
駅
伝
18
位
、

全
日
本
大
学
駅
伝
に
３
選
手
が
出
場

　
昨
年
に
続
き
有
観
客
開
催
と
な
っ
た
第
35
回
出
雲
駅
伝
が
10
月
９
日
に
行
わ
れ
、

本
学
駅
伝
競
走
部
は
18
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
。
全
日
本
大
学
駅
伝
は
東
海
学
連
選
抜
メ

ン
バ
ー
に
選
ば
れ
た
３
選
手
が
応
援
の
声
響
く
中
、
伊
勢
路
を
駆
け
抜
け
た
。

█

松
野
選
手
が
出
雲
駅
伝
で
意
地
の
区
間
10
位

█

全
日
本
大
学
駅
伝
は
３
名
が
東
海
学
連
選
抜
で
出
場

█

東
海
学
生
駅
伝
は
惜
し
く
も
3
位

　

10
月
９
日
、
第
35
回
出
雲
駅

伝
が
開
催
さ
れ
、
本
学
駅
伝
競

走
部
は
５
年
連
続
５
回
目
と
な

る
出
場
を
果
た
し
た
。

　

気
温
24
・
５
℃
、
風
速
１
・
２

ｍ
、
雲
に
覆
わ
れ
な
が
ら
も
雨

は
降
ら
ず
恵
ま
れ
た
天
候
と
な

っ
た
こ
の
日
、
全
21
チ
ー
ム
が

出
雲
大
社
前
を
13
時
５
分
に
ス

タ
ー
ト
。
前
半
の
出
遅
れ
が
響

き
苦
し
い
展
開
の
レ
ー
ス
と
な

っ
た
が
、
松
野
選
手
が
最
終
６

区
で
区
間
10
位
の
力
走
を
見
せ
、

18
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
。
大
会
後
、

松
野
選
手
は
「
監
督
不
在
の
中
、

落
ち
か
け
た
駅
伝
競
走
部
を
寺

　

11
月
５
日
に
実
施
さ
れ
た
秩

父
宮
賜
杯
第
55
回
全
日
本
大
学

駅
伝
は
チ
ー
ム
で
の
出
場
は
か

な
わ
な
か
っ
た
が
、
6
区
に
曽

越
大
成
選
手
（
教
育
３
）、
7
区

に
岩
島
昇
汰
選
手
（
国
史
３
）、

最
終
8
区
に
畠
山
大
輔
選
手

（
国
史
３
）
の
３
名
が
東
海
学
連

選
抜
の
一
員
と
し
て
出
場
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
時
点
か
ら
気
温
が

高
く
、
選
手
た
ち
に
は
厳
し
い

環
境
と
な
っ
た
同
大
会
。
東
海

学
連
選
抜
は
第
４
・
６
・
７
中
継

所
で
無
念
の
繰
り
上
げ
ス
タ
ー

ト
と
な
っ
た
。
本
学
正
門
前
で

は
柔
道
部
・
野
球
部
を
中
心
に

多
く
の
声
援
を
い
た
だ
き
、
次

回
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
出
場
を

め
ざ
す
全
部
員
に
と
っ
て
大
き

な
励
み
と
な
っ
た
。

箱根駅伝第１００回大会予選会の
模様は８面をご参照ください

　

山
村
選
手
、若
谷
選
手
が
全
国
９
位

団
体
戦
は
慶
大
に
快
勝
も
山
梨
学
院
大
に
惜
敗

全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
・
団
体
優
勝
大
会

　

日
本
武
道
館
に
て
９
月
30
日
、
10
月
１

日
の
両
日
、
２
０
２
３
年
度
全
日
本
学
生

柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
、

本
学
柔
道
部
か
ら
澤
田
選
手
、
山
村
選
手
、

本
木
選
手
、
若
谷
選
手
、
金
山
選
手
、
瀧

川
選
手
、
南
選
手
、
島
選
手
の
計
８
名
が

出
場
し
た
。

　

初
日
の
30
日
、
66
㎏
級
の
澤
田
選
手
は

１
回
戦
で
今
大
会
覇
者
と
な
っ
た
選
手
と

対
戦
し
、
無
念
の
敗
退
。
73
㎏
級
の
山
村

選
手
は
３
回
戦
に
進
出
す
る
も
、
接
戦
の

末
延
長
戦
で
敗
れ
、９
位（
ベ
ス
ト
16
）と
涙

を
飲
ん
だ
。
81
㎏
級
で
は
本
木
選
手
が
１

回
戦
敗
退
。
若
谷
選
手
は
２
回
戦
で
東
京

予
選
準
優
勝
者
を
相
手
に
見
事
一
本
勝
ち

を
決
め
、
３
回
戦
へ
。
し
か
し
善
戦
虚
し

く
敗
退
し
、
９
位（
ベ
ス
ト
16
）と
な
っ
た
。

　

大
会
２
日
目
の
10
月
１
日
は
90
㎏
級
に

金
山
選
手
、１００
㎏
級
に
瀧
川
選
手
、南
選
手
、

１００
㎏
超
級
に
島
選
手
が
出
場
。
南
選
手
、

瀧
川
選
手
は
今
大
会
の
準
優
勝
者
、
優
勝

者
と
そ
れ
ぞ
れ
接
戦
を
繰
り
広
げ
た
が
惜

し
く
も
初
戦
敗
退
。
金
山
選
手
、
島
選
手

も
一
歩
及
ば
ず
初
戦
で
姿
を
消
し
た
。

　

10
月
21
日
、
22
日
に
は
ベ
イ
コ

ム
尼
崎
総
合
体
育
館
で
全
日
本
学

生
柔
道
体
重
別
団
体
優
勝
大
会
が

行
わ
れ
た
。
１
回
戦
は
慶
應
義
塾

大
学
を
相
手
に
４
ー

１
で
快
勝
。続

く
２
回
戦
は
昨
年
同
大
会
で
負
け

を
喫
し
た〝
因
縁
〟の
山
梨
学
院
大

学
と
対
戦
し
た
。先
鋒
戦
は
引
き

分
け
、次
鋒
戦
は
負
け
、五
将
、中

堅
、
三
将
、
副
将
戦
は
引
き
分
け

と
な
り
、
逆
転
勝
ち
の
望
み
を
か

け
た
大
将
戦
。
果
敢
に
挑
む
も
技

あ
り
を
取
ら
れ
、０
ー

２
で
３
回
戦

に
進
む
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。 　

主
将
と
し
て
柔
道
部
を
率
い
、
今
大
会

大
将
を
務
め
た
南
選
手
は
「
全
国
の
壁
は

厚
か
っ
た
」
と
し
な
が
ら
も
、「
こ
こ
ま
で

頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
大
学
に
通
わ
せ

て
く
れ
た
両
親
や
最
後
ま
で
応
援
を
し
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
」
と
感
謝

の
気
持
ち
を
吐
露
し
た
。

　

佐
藤
武
尊
部
長
は
「
惜
し
い
展
開
が
何

度
も
あ
り
、
通
常
な
ら
引
き
分
け
に
持
ち

込
め
る
場
面
で
も
私
の
指
示
で
攻
め
た
結

果
、返
さ
れ
た
。選
手
た
ち
は
一
生
懸
命
や

っ
て
く
れ
た
。
強
豪
相
手
に
戦
い
切
れ
た

こ
と
は
誇
り
で
あ
り
、
次
に
つ
な
が
る
成

果
。
と
は
い
え
決
し
て
満
足
は
し
て
い
な

い
。
ど
う
す
れ
ば
皇
學
館
大
学
に
貢
献
で

き
る
の
か
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

着
実
に
や
っ
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

御
　
　
礼

　
平
素
よ
り
本
法
人
の
教
育
・
研
究
活
動
に
対
し
、
格
別
の
ご

高
配
を
賜
り
、
謹
ん
で
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
こ
の

度
は
、
本
学
強
化
指
定
ク
ラ
ブ（
駅
伝
競
走
部
・
柔
道
部
）の
全
国

大
会
出
場
に
あ
た
り
、
多
く
の
皆
様
か
ら
物
心
両
面
に
わ
た
る

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
経
験
を
糧
に
こ
れ
か
ら
も
一
層
の
精
進
を
重
ね
て
参
り

ま
す
。
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

学
校
法
人
皇
學
館
　
理
事
長
　
小
串
和
夫

田
監
督
が
３
カ
月
足
ら
ず
で
全

国
の
舞
台
で
戦
え
る
ま
で
に
戻

し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
る
。
今
回
の
結
果
を
反
省
し
、

選
手
一
人
ひ
と
り
が
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
新
監
督
へ
の
思

い
と
と
も
に
復
活
を
誓
っ
た
。

　

寺
田
夏
生
監
督
は
「
就
任
し

₄ 年ぶりに山室山参拝・ 
参拝見学を実施

　コロナ禍により現地へのお参りを見合わせ
ていた山室山参拝及び参拝見学が₁₁月 ₁ 日、
₄ 年ぶりに再開され、学部・専攻科の学生約
₁₃₀₀名と教職員が各行き先へ赴いた。山室山
では本居宣長の奥

お く

墓
つ き

を参拝。墓前に
て入選歌が献詠さ
れ、朗々とした声
が静寂の中に響き
渡った。

献 詠 歌（抜粋）

初
は つ

秋
あ き

の山室山の奥
お く

都
つ

城
き

に
　赤

あ か

蜻
あ き つ

蛉群
む れ

なして飛びをり� 理事長 小串和夫

清
せい

秋
しゅう

の空に響かす柏
かしわ

手
で

を�
　落ち葉散りゆく奥

おく

つ城
き

の前� 国文4 森 絵美里

　

12
月
10
日
に
は
来
年
度
の
出

雲
駅
伝
出
場
を
か
け
た
東
海
学

生
駅
伝
が
愛
知
県
知
多
市
で
開

催
さ
れ
た
。
本
学
Ａ
チ
ー
ム
は

３
区
で
田
中
靖
晃
選
手
が
区
間

１
位
に
な
る
な
ど
奮
闘
し
た
が
、

３
時
間
19
分
12
で
３
位
と
な
り
、

大
会
7
連
覇
、
出
雲
駅
伝
連
続

出
場
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

寺
田
監
督
の
も
と
気
持
ち
新

た
に
練
習
に
打
ち
込
む
部
員
た

ち
。
復
活
に
期
待
が
高
ま
る
。

て
３
カ
月
経
つ
が
、
徐
々
に
選

手
た
ち
の
体
に
変
化
が
出
始
め

て
お
り
、
練
習
も
メ
ニ
ュ
ー
の

狙
い
や
考
え
を
理
解
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
自
己
ベ
ス
ト
を

更
新
す
る
選
手
も
出
て
き
た
。

誰
も
が
エ
ー
ス
に
な
れ
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。
自
分
で
限

界
を
決
め
つ
け
ず
、
突
き
抜
け

て
ほ
し
い
」
と
発
破
を
か
け
た
。

強化指定クラブ（駅伝競走部・柔道部）
全国大会出場協賛金納入状況報告
R5.１2.１現在

区　　分 件数 協賛金（円）
宗 教 界 9 970,000
企 業 22 １,570,000
館 友 37 353,000
萼の会保護者 １ 77,000
一 般 3 55,000
本法人関係 １3 １37,000
合　　計 ８5 3,１62,０００

第35回出雲全日本大学選抜駅伝
競走 結果� （ ６区間 45.１㎞）
順位 大 学 名 記 録
１ 駒 澤 大 学 2：07：5１
２ 創 価 大 学 2：09：34
３ 城 西 大 学 2：１0：35
４ 國 學 院 大 學 2：１１：07
５ 青山学院大学 2：１１：28
６ 早 稲 田 大 学 2：１１：3６
７ 中 央 大 学 2：１2：１7
８ 東 洋 大 学 2：１2：35
９ 法 政 大 学 2：１3：44
１0 順 天 堂 大 学 2：１4：27
１１ 関 西 大 学 2：１7：１６
１２ 環太平洋大学 2：１7：59
１３ アイビーリーグ選抜 2：１8：05
１４ 広島経済大学 2：１9：25
１５ 立 命 館 大 学 2：20：29
１６ 北海道学連選抜 2：2１：03
１７ 北信越学連選抜 2：2１：42
１８ 皇 學 館 大 学 2：22：07
１９ 第一工科大学 2：22：１5
２0 東北学連選抜 2：25：3１

大阪経済大学 DNF

全国大会常連校となった本学柔道部（上）。3 回戦に進んだ若
谷選手（左下）と山村選手（右下）

最後まで懸命に走った選手たち

区間 出場選手 区間記録〔順位〕通過順位

1
区
新　間　　圭
（現日 １） 25：38〔２0〕20

2
区
山 田 奏 楽
（現日 3） １8：03〔１６〕１9

3
区
藤　川　　創
（コミ 3） 27：3１〔２0〕１9

4
区
田 中 靖 晃
（現日 2） １9：39〔１８〕20

5
区
浦 瀬 晃太朗
（現日 3） １9：5１〔１５〕１9

6
区
松 野 颯 斗
（現日 4） 3１：25〔１0〕１8

年　次 学　部 参拝・見学先
１ 年 文 山室山参拝

2 年
文 瀧原宮
教・現 内宮・外宮

3 年 文 伊雑宮
4 年 文 結城神社
専 攻 科 山室山参拝

奥墓での講話を静かに聴き入る学生たち

Webサイトはこちら

全日本学生柔道体重別選手権大会・
団体優勝大会 出場選手

団（先鋒） 清 水 佑 晟（現日 4）

団（次鋒） 島　 健 輔（現日 4） 個
団（五将） 澤 田 大 輝（現日 4） 個
団（中堅） 山 村 隆 斗（教育 4） 個
団（三将） 若 谷 　怜（教育 2） 個
団（副将） 瀧 川 　力（現日 4） 個
団（大将） 南　 大 介（現日 4）

本 木 靖 剛（教育 4） 個
金 山 剛 史（教育 3） 個
南　 大 志（現日 2） 個

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information
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Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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【図 １】採用予定数の前年との比較� 出典：マイナビ ２０２４年卒 新卒採用活動調査

【図 ２ 】内定先内訳

神　社 企業・
団体

医療・
福祉 公務員 教　員

（小中高）
教員（幼） 
保育士 計

R5.１２.１ 52 277 23 33 65 32 482
昨年同時期 43 276 26 41 64 46 496

　

12
月
１
日
時
点
の
就
職
内
定
率
は
73
・
6
％
（
内
定
者
数

４
８
２
名
／
就
職
希
望
者
６
５
５
名
）で
、
過
去
最
高
の
就
職
率

と
な
っ
た
昨
年
度
生
の
同
時
期
と
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
た
。

　

長
い
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
日
常
生
活
の
正
常
化
が
進
み
、
新

卒
採
用
に
お
い
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
の
継
続
と
と
も
に
対

面
型
へ
の
回
帰
や
併
用
型
も
定
着
し
た
。
24
年
卒
生
は
大
学

入
学
直
後
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
下
で
の
学
生
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
自
己
Ｐ
Ｒ
作
り
等
に
苦
心
し
た
が
、
そ
の
懸
念

を
よ
そ
に
内
定
率
は
高
水
準
で
進
捗
し
、「
売
り
手
市
場
」
が

鮮
明
化
し
た
の
が
特
徴
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。

　

企
業
の
採
用
予
定
数
は
「
前
年
並
み
」
が
最
多
で
73
・
５
％

（
対
前
年
比
４
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
）、「
増
や
し
た
」
が
21
・
０
％
、

「
減
ら
し
た
」
が
５
・
５
％（
対
前
年
比
３
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
）と
な

り
、
景
気
の
持
ち
直
し
に
よ
る
経
営
状
態
の
好
転
、
23
年
卒

採
用
の
苦
戦
等
を
踏
ま
え
、
前
年
よ
り
も
企
業
の
採
用
意
欲

が
さ
ら
に
上
昇
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。【
図
１
】

令和 5年度神社関係者懇談会・
協議員会を4年ぶりに開催
　「令和 5 年度
神社関係者懇談
会」及び「協議
員会」が 9月17
日に「鳥羽国際
ホテル」において 4年ぶりの合同開催で、全
国より約160名の皆様にご出席いただいた。
　開宴に先立ち小串和夫理事長が神社界より
格別のご支援を賜っていること、本法人への
ご理解・ご協力に対し謝辞を述べた。続いて
河野訓学長が研究・教育に関する様々な取り
組みが着実に成果を上げていることを報告し
た。その後、ご来賓を代表して鷹司尚武神社
本庁統理より本学に対する期待のお言葉を賜
った。懇親会では久邇朝尊神宮大宮司より乾
杯のご発声があり、終始和やかな雰囲気に包
まれる中、小野貴嗣神社本庁常務理事のご挨
拶にてお開きとなった。

希望者には動画を配信
　10月 1 日、萼の会（保護者会）主催の「保護者
対象就職講演会・説明会」を事前予約制で開
催した。53名のご出席をいただき、オンデマ
ンドでの視聴を希望された45名に収録動画を
後日配信した。
　「コロナ禍の就活事情と保護者のサポート」
との題目で開かれた講演会では株式会社マイ
ナビのマイナビ副編集長・田上潤平氏が最新
の就活環境や企業と学生の動きを地域性も加
味して解説され、新卒に求められること、保
護者としての支援の在り方を分かりやすく説
明していただいた。

サポートのポイント
１ ．情報収集に広いアンテナを持たせる
2．早めの準備を促し、焦りを減らす
3．工夫する意識を大切にしてもらう
4．進路に関して早めにコミュニケーションする
5．就職支援の 3部署の積極活用を促す

保護者の主な感想
●就職活動の現状やＺ世代の特徴など、たくさん参
考になりました。また、この様な説明会、講演会が
ありましたら参加させていただきたいです。
●現在の就職活動の様子が分かり良かったです。自分
の感覚でアドバイスしないようにしたいと思いました。
●専属のアドバイザーさんがいらっしゃるとのことで、
とても心強く安心しております。子どもにも積極的
に相談へ行くよう話したいと思います。

　

24
年
卒
は
コ
ロ
ナ
禍
前
よ
り
も
採
用
予
定
数
の
確
保
が
困

難
と
す
る
企
業
の
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
る
な
ど
、新
卒
採
用
の

難
易
度
の
高
ま
り
と
学
生
側
の
売
り
手
市
場
化
が
見
ら
れ
る
。

　

12
月
１
日
現
在
の
企
業
・
団
体
内
定
者
数
は
２
７
７
名
。24

年
卒
の
内
定
率
は
前
年
同
時
期
と
同
じ
水
準
で
推
移
、
複
数

内
定
保
有
者
も
増
加
し
た
。
今
年
も
金
融
・
保
険
関
係
17
名
、

農
業
協
同
組
合
3
名
が
内
定
を
得
て
い
る
。

　

就
職
担
当
に
は
求
人
依
頼
が
絶
え
ず
届
い
て
お
り
、
最
後

ま
で
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
継
続
し
て
い
る
た

め
、
未
内
定
の
学
生
も
諦
め
ず
に
活
動
し
て
ほ
し
い
。

　

令
和
5
年
度
教
員
採
用
試
験
（
三
重
県
公
立
学
校
）
で
本
学

は
既
卒
を
含
め
１
２
6
名
が
合
格
を
果
た
し
た
。
小
学
校
で

は
95
名
が
合
格
し
、
三
重
県
全
体
の
合
格
者
に
占
め
る
本
学

の
割
合
は
38
・
3
％
と
12
年
連
続
三
重
県
ト
ッ
プ
。
三
重
県

以
外
で
は
32
名
が
現
役
合
格
し
て
い
る
。
公
立
幼
保
職
は
7

市
町
（
四
日
市
市
・
津
市
・
松
阪
市
・
伊
勢
市
・
大
台
町
・
明
和

町
・
玉
城
町
）で
9
名
が
合
格
し
た
。

　

教
職
支
援
担
当
で
は
４
名
の
教
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
中
心

と
な
っ
て
１
年
生
か
ら
個
人
面
談
お
よ
び
論
作
文
指
導
を
行

い
、早
期
か
ら
意
識
を
高
め
る
よ
う
対
策
を
講
じ
て
い
る
。試

験
直
前
期
に
は
、
学
部
教
員
に
よ
る
実
技
特
訓（
ピ
ア
ノ
、
器

械
運
動
、
リ
ス
ニ
ン
グ
）
を
実
施
。
教
職
希
望
者
は
こ
れ
ら
の

制
度
を
早
期
か
ら
積
極
的
に
活
用
し
、
入
念
な
準
備
を
し
て

試
験
に
臨
ん
で
ほ
し
い
。

　

12
月
１
日
現
在
の
本
年
の
求
人
状
況
は
昨
年
同
時
期
に
比

べ
15
社
51
名
増
の
１
７
７
社
３
１
８
名
の
求
人
を
い
た
だ
い

て
い
る
。神
社
奉
職
希
望
者
に
対
す
る
採
用
内
定
率
は
97
・
０

％
と
な
っ
て
い
る
。
内
訳
は
学
部
生
57
名
・
専
攻
科
生
10
名

の
67
名（
自
家
奉
職
者
含
む
。
昨
年
同
時
期
59
名
）。

　

神
職
養
成
担
当
で
は
引
き
続
き
、
未
内
定
者
の
個
別
面
談

や
面
接
指
導
を
行
い
、
神
社
関
係
へ
の
奉
職
希
望
者
が
全
員

採
用
内
定
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

今
年
度
も
行
政
職
を
中
心
に
、
試
験
の
早
期
化
や
多
様
化

な
ど
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
。
学
生
の
「
安
定
、地

元
」
志
向
は
依
然
高
く
、
倍
率
も
高
水
準
傾
向
に
あ
る
。

　

現
時
点
の
公
務
員
合
格
者
は
延
べ
53
名
で
、
合
格
先
は
三

重
県
、
神
奈
川
県
、
い
な
べ
市
、
桑
名
市
、
鈴
鹿
市
、
津
市
、

松
阪
市
、
伊
勢
市
、
志
摩
市
、
鳥
羽
市
、
高
山
市
、
明
和
町
、

大
樹
町
、
南
木
曽
町
、
三
重
県
警
、
警
視
庁
、
愛
知
県
警
、
岐

阜
県
警
、
京
都
府
警
、
大
阪
府
警
、
兵
庫
県
警
、
佐
賀
県
警
、

東
京
消
防
庁
、
自
衛
官
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
5
年
度

内
定
状
況（
中
間

報
告
）

４
８
２
名
が
内
定
内
定
率�

73・6
％

（
令
和
5
年
12
月
１
日
現
在
）

旺
盛
な
採
用
意
欲
の
中
、

好
調
に
推
移

教
職
関
係
12
年
連
続
ト
ッ
プ（
既
卒
含
む
）

三
重
県
は
１
２
6
名
が
合
格

神
社
関
係

採
用
内
定
率
は
好
調

公
務
員

早
期
化
が
定
着
、一
部
多
様
化
も

企
業
・
団
体

学
生
の「
売
り
手
市
場
」続
く

内
定
者
ボ
イ
ス

早
め
の
準
備
が
カ
ギ
と
な
る
就
職
活

動
。
今
回
は
一
般
企
業
で
内
定
を
獲
得

し
た
先
輩
た
ち
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

❶
大
学
で
得
た
学
び
　
❷
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
、成
功
の
秘
訣
　
❸
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

▔三田 

夏
菜（
国
文
）

【
内
定
先
】中
広

❶
国
文
学
科
で
文
学
や
古
紙

に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
こ
と

で
、「
紙
」
を
扱
う
仕
事
に
そ

の
経
験
が
生
か
せ
る
と
感
じ

た
。
国
語
や
書
道
の
教
職
課

程
の
履
修
も
選
択
肢
を
広
げ

る
要
因
と
な
っ
た
。
❷
演
劇

部
で
の
活
動
を
は
じ
め
大
学

で
多
く
の
経
験
を
積
ん
だ
た

め
、
初
め
て
経
験
す
る
場
面

に
も
臆
せ
ず
足
を
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
た
。
❸
何
を
し

て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き

ほ
ど
就
職
担
当
を
利
用
す
る

べ
き
。
客
観
的
な
視
点
か
ら

見
て
も
ら
う
こ
と
で
上
手
く

い
く
こ
と
が
あ
る
。
一
人
で

は
絶
対
に
成
功
し
な
い
。

▔橋川 

和
直（
国
史
）

【
内
定
先
】静
岡
銀
行

❶
出
来
事
に
つ
い
て
自
ら
調

べ
、
深
く
掘
り
下
げ
て
い
く

国
史
学
科
の
学
修
方
法
は
仕

事
に
生
か
せ
る
。
駅
伝
競
走

部
に
所
属
し
て
い
た
た
め
、

全
国
レ
ベ
ル
で
戦
う
先
輩
た

ち
を
間
近
で
見
ら
れ
、
勉
強

に
な
っ
た
。
❷
中
学
か
ら
続

く
陸
上
競
技
活
動
。
長
距
離

は
自
分
と
の
闘
い
で
も
あ
る

た
め
、
諦
め
な
い
力
が
身
に

付
い
た
。
❸
人
見
知
り
だ
が
、

人
生
の
分
岐
点
と
思
い
説
明

会
で
積
極
的
に
質
問
す
る
な

ど
名
前
を
覚
え
て
も
ら
え
る

よ
う
努
力
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
は
早
め
に
参
加
を
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
い
い
か
ら

説
明
会
に
参
加
し
よ
う
。

▔田端 

希
望（
コ
ミ
）

【
内
定
先
】赤
福

❶
ゼ
ミ
で
自
分
の
意
見
を
英

語
で
発
表
す
る
機
会
が
多
く

あ
り
、
英
語
力
の
基
礎
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
た
。
Ｆ
Ｐ
や

Ｍ
Ｏ
Ｓ
検
定
な
ど
の
資
格
取

得
に
挑
戦
し
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
は
英
語
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
相
談
し
た
こ
と
で
成
績

が
伸
び
た
。
❷
英
語
で
外
国

人
に
接
客
で
き
る
点
を
ア
ピ

ー
ル
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
面

接
で
英
検
を
は
じ
め
取
得
し

た
資
格
に
つ
い
て
の
質
問
を

受
け
た
。
❸
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
て
自
分
の
適
性
を
絞

っ
て
い
っ
た
。
知
ら
な
か
っ

た
企
業
も
多
く
、
視
野
が
広

が
る
の
で
ぜ
ひ
参
加
し
て
。

Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
を
し
て
お
く
と

よ
い
。

▔杉野 

海
斗（
教
育
）

【
内
定
先
】百
五
銀
行

❶
教
育
実
習
が
い
い
経
験
に

な
っ
た
。
小
中
高
の
教
職
と

司
書
教
諭
の
課
程
を
履
修
し
、

社
会
人
サ
ッ
カ
ー
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
も
力
を
入
れ

た
。
❷
靴
磨
き
や
身
だ
し
な

み
を
整
え
、
第
一
印
象
を
大

切
に
し
た
。
就
職
担
当
で
何

度
も
面
接
の
練
習
を
し
た
。

過
去
問
を
す
べ
て
書
き
出
し
、

ど
ん
な
質
問
に
も
答
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
。
❸
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
こ

と
で
金
融
業
界
に
よ
り
興
味

を
持
っ
た
。
就
職
担
当
の
元

銀
行
員
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

方
に
話
を
伺
い
、
自
分
で
も

調
べ
た
。

▔森 

知
帆
里（
現
日
）

【
内
定
先
】美
和
ロ
ッ
ク

❶
知
識
が
増
え
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｌ

活
動
や
Ｓ
Ｂ
Ｐ
に
参
加
し
や

す
い
こ
と
も
現
日
の
魅
力
。

幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
と
接

す
る
中
で
見
識
が
広
が
っ
た
。

❷
高
校
時
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
４
大
会
で
優
勝
し
た
。

こ
の
こ
と
を
企
業
の
方
が
知

っ
て
お
り
、
情
報
シ
ス
テ
ム

の
話
が
で
き
た
。
❸
就
職
担

当
に
行
く
こ
と
で
効
率
的
に

活
動
で
き
る
。
プ
ロ
が
い
る

の
に
利
用
し
な
い
手
は
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
会
社

の
雰
囲
気
を
実
感
で
き
る
の

で
な
る
べ
く
多
く
参
加
し
よ

う
。

令和 5年度保護者対象
就職講演会・説明会を開催 0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100%

■増やした　■前年並み　■減らした

20年卒（n＝1,795） 23.1 65.8 11.1

21年卒（n＝2,418） 10.5 68.7 20.6

22年卒（n＝2,845） 16.0 71.3 12.6

23年卒（n＝2,963） 22.1 69.3 8.6

 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100%

■増やした　■前年並み　■減らした

2022年卒 16.0 71.3 12.6

2023年卒 22.1 69.3 8.6

2024年卒 21.0 73.5 5.5
↓1.1pt減↓4.2pt増 3.1pt減↓

↓6.1pt増

┤一
般
企
業
編
├
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ＣＬＬ活動報告

楽しさから広がれ! インクルーシブスポーツ
ＣＬＬ活動「インクルーシブスポーツ推進プロジェクト」

　

Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

メ
ン
バ
ー
22
名
が
伊
勢
市
と
連
携
し

て
企
画
・
運
営
を
行
っ
た
「
第
２
回

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
」
が
10
月
15
日
、
三
重
電
子
ス
マ

イ
ル
ア
リ
ー
ナ
小
俣（
伊
勢
市
小
俣
総

合
体
育
館
）で
開
催
さ
れ
た
。

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
と
は

年
齢
や
性
別
、
障
が
い
の
有
無
、
国

籍
等
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
一
緒
に
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
。
当
日
は

市
内
在
住
の
親
子
連
れ
な
ど
約

１
７
０
名
が
参
加
し
た
ほ
か
、
本
学

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
50
名
が
サ
ポ

ー
ト
に
駆
け
付
け
、
ボ
ッ
チ
ャ
や
モ

ル
ッ
ク
、
車
い
す
バ
ス
ケ
な
ど
５
種

目
を
楽
し
ん
だ
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
、

視
線
で
操
作
す
る
「
ｅ
ボ
ッ
チ
ャ
」

の
体
験
も
あ
っ
た
。

　

ダ
ウ
ン
症
の
子
と
参
加
し
た
保
護

者
は
「
学
生
さ
ん
の
支
援
が
な
か
っ

た
ら
本
人
た
ち
は
楽
し
め
な
か
っ
た

と
思
う
」
と
話
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
佐
久
間
美
沙

さ
ん（
教
育
４
）は
「
皆
さ
ん
が
楽
し

そ
う
で
よ
か
っ
た
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
ス
ポ
ー
ツ
の
認
知
度
は
ま
だ
低
い
。

楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
普
及
へ
の

第
一
歩
」
と
語
っ
た
。
教
育
学
科
の

駒
田
聡
子
教
授
は
「
Ｃ
Ｌ
Ｌ
の
学
生

が
選
ん
だ
５
種
目
が
障
が
い
者
も
健

常
者
も
同
じ
よ
う
に
実
践
で
き
る
内

容
だ
っ
た
の
が
よ
か
っ
た
と
の
声
も

多
く
聞
か
れ
た
。
初
め
て
の
活
動
だ

っ
た
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ス
ポ
ー
ツ

に
ふ
さ
わ
し
い
充
実
し
た
フ
ェ
ス
タ

と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
学
生
の
企
画

力
と
結
束
力
を
感
じ
た
」
と
振
り
返

っ
た
。

　

画
家
の
中
村
麻ま

美み

さ
ん
が

作
品
を
解
説
講
義

皇
學
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
ぱ
ん
じ
ゅ
う
が 

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に

Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動「G

ift�of�Ise�

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

津
市
出
身
の
画
家
・
挿
画
家
で

あ
る
中
村
麻
美
さ
ん
が
10
月
４
日
、

教
育
学
科
の
渡
邊
毅
教
授
の
ゼ
ミ

生
を
対
象
に
作
品
の
解
説
講
義
を

行
っ
た
。
中
村
さ
ん
は
偉
人
の
逸

話
、
歴
史
の
一
場
面
を
題
材
と
し

た
絵
画
を
多
く
手
掛
け
て
い
る
。

本
学
附
属
図
書
館
で
は
中
村
さ
ん

の
特
別
展
示
会
を
９
月
27
日
か
ら

10
月
５
日
に
か
け
開
催
し
て
お
り
、

今
回
の
講
義
が
実
現
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
本
居
宣
長
と
賀
茂

真
淵
と
の
出
会
い
を
描
い
た
「
松

坂
の
一
夜
」
や
「
北
海
道
の
名
付

け
親　

松
浦
武
四
郎
」
な
ど
16
作

品
に
つ
い
て
説
明
。「
盲
目
の
国
学

者

塙
保
己
一

目
あ
き
は
不
自

由
な
も
の
だ
」
で
は
ヘ
レ
ン
・
ケ

ラ
ー
が
母
親
か
ら
塙
を
手
本
に
し

な
さ
い
と
教
え
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
し
、
学
生
た
ち
も
興
味

深
げ
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
山
崎

樹
里
さ
ん（
教
育
２
）は
斎
王
の
絵

に
つ
い
て
、「
最
初
は
見
た
目
の
美

し
さ
に
引
き
込
ま
れ
た
が
、
先
生

の
お
話
を
聞
い
た
後
で
は
内
側
か

ら
滲
む
真
心
、誠
実
さ
を
感
じ
、見

方
が
変
わ
っ
た
」
と
話
し
た
。
沖

久
教
太
さ
ん（
教
育
４
）は
「
絵
に

は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
瞬
時
に
伝
え
る

パ
ワ
ー
が
あ
る
。
今
日
は
伝
え
る

こ
と
の
難
し
さ
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
も
な
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　

中
村
さ
ん
は
「
絵
の
具
を
重
ね

て
い
く
と
い
ろ
い
ろ
な
人
々
の
思

い
が
よ
ぎ
り
、
絵
に
宿
っ
て
い
く

よ
う
な
感
覚
が
あ
る
。
そ
う
し
た

も
の
が
観
る
人
の
心
に
伝
わ
っ
て

い
く
と
い
い
。
美
術
館
や
博
物
館

に
足
を
運
び
、
名
作
を
生
で
観
る

機
会
を
作
っ
て
教
育
者
と
し
て
の

素
養
を
磨
く
こ
と
に
役
立
て
て
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

皇學館DAY初の試み
MieMuで「学び体験プログラム
&進学相談会」
　 ₉ 月₁₈日、中高
大 合 同 の 皇 學 館
DAY を開催した。
今年は初めての試
みとして三重県総
合博物館MieMuにて「学び体験プログラム＆
進学相談会」を実施。大学の生物学ゼミが行っ
たプログラム「昆虫の体の中にいるハチって
知ってる？」では子どもたちが身を乗り出し
て幼虫に寄生するハチを観察していた。ほか、

「葉脈しおりを作ろう」「算数・数学で遊ぼう」
「ペットボトルジャングルを作ろう」など中学
校・高校の特色を生かした講義や制作ブース
が設けられ、中でも、「バルーンアートに挑戦」
は多くの親子が参加し楽しむ様子が見られた。
　₁₆時からは三重県総合文化センター大ホー
ルに場所を移し、コロナ禍や台風の影響で中
止や延期が続いていた皇學館高等学校吹奏楽
部による定期演奏会を行った。 ₄ 年ぶりの通
常開催とあって来場者は約₁₁₀₀名を数え、盛
況を博した。

「神嘗奉祝祭」初穂曳行事に
₄ 年ぶりに参加

　初穂曳行事が
₁₀月₁₅日に行わ
れ、本学からは
学生、教職員合
わせて約₉₀名が参加した。
　本学では神嘗奉祝祭の主催者である神嘗祭
奉祝委員会および初穂曳の運営主体である神
宮奉仕会のご配慮により、平成₁₉年度から初
穂曳に参加させていただいている。新型コロ
ナウイルス感染症の流行により令和元年度を
最後に参加していなかったが、制限の緩和に
伴い ₄ 年ぶりに奉曳した。
　全学生にとって初めての経験となった今回、
最初こそ戸惑っていたものの木遣り歌や合図
に引っ張られ、時間が経つにつれて楽しむ姿
が見られた。また、綱を上下に揺らし、左右
両側の綱を中央に寄せ合う「練り」体験も新
鮮だったようだ。約 ₁ 時間をかけて元気いっ
ぱいに心を込めて奉曳した後、五丈殿に稲束
を奉納し、御垣内参拝を行った。
　学生からは「伊勢の伝統行事である初穂曳
に参加でき、貴重な経験になった」「﹃エンヤ
ー!﹄と大きな掛け声を出しながら曳くことで
一体感を感じ、楽しかった」「来年も参加した
い」といった感想が寄せられた。

令和 ５ 年度 夏季フィールドワーク

　

体
験
を
通
し
て
地
域
の
課
題
解
決
に
取

り
組
む
本
学
の
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｃ
Ｌ

Ｌ
活
動
」。
そ
の
一
つ「G

ift of Ise 

プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が〝
贈
ら
れ
て

嬉
し
い
、
伊
勢
ら
し
い
ギ
フ
ト
〟
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
「
皇
學
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
ぱ
ん
じ

ゅ
う
」
を
伊
勢
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
と
し
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
生
ま
れ
故
郷
や
応

援
し
た
い
自
治
体
に
寄
付
が
で
き
る
制
度
。

寄
付
を
す
る
と
自
治
体
か
ら
お
礼
と
し
て

返
礼
品
が
届
き
、
寄
付
金
額
の
一
部
を
除

き
所
得
税
の
還
付
、
住
民
税
控
除
の
対
象

と
な
る
。

　

「
ぱ
ん
じ
ゅ
う
」は
諸
説

あ
る
が
１
２
０
年

以
上
の
歴
史
が

あ
る
焼
き
菓
子

で
、
伊
勢
の
地

で
は
観
光
客
の
土

産
や
地
元
民
の
お
や
つ

と
し
て
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
。「
ぱ
ん

じ
ゅ
う
の
素
朴
な
味
は
伊
勢
を
離
れ
た

方
々
に
と
っ
て
伊
勢
を
思
い
出
す
き
っ
か

け
に
な
る
と
考
え
、
ギ
フ
ト
に
取
り
入
れ

た
」と
話
す
細
川
真
奈
さ
ん（
国
文
１
）。
さ

ら
に
焼
き
印
の
モ
チ
ー
フ
は
、
か
つ
て
倉

陵
祭
の
目
玉
企
画
と
し
て
各
学
科
で
制
作

さ
れ
市
内
を
練
り
歩
い
て
い
た「
樽
神
輿
」

だ
。
中
村
う
た
さ
ん（
国
史
２
）は
「
ぱ
ん

じ
ゅ
う
と
樽
神
輿
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
本
学
の
卒
業
生
や
伊
勢
に
住
ん
で
い

た
方
に
懐
か
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
話
す
。
担
当
の
池
山
敦
教
育
開
発

セ
ン
タ
ー
准
教
授
は「
学
生
と
企
画
し
、伊

勢
商
工
会
議
所
や
製
造
元
の
伊
勢
製
菓
三

ツ
橋
さ
ん
な
ど
各
方
面
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
よ
う
や
く
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

皇
學
館
愛
、
伊
勢
愛
が
詰
ま
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
ぱ
ん
じ
ゅ
う
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
」
と
語
っ
た
。

学科 引率教員 日　　程 目的地・方面

国
　
　
　
内

神道 中　山　　郁 9 / 8 ㈮〜 9 /１0㈰ 山形

国
　
　
　
文

大 島 信 生 9 / 5 ㈫〜 9 / 7 ㈭ 福岡

齋　藤　　平 9 / 5 ㈫〜 9 / 8 ㈮ 岩手

岡 野 裕 行
平　石　　岳 9 / 7 ㈭〜 9 /１0㈰ 東京

田 中 康 二 9 / 4 ㈪〜 9 / 7 ㈭ 岩手・栃木・東京

吉　井　　祥
木 村 尚 志 9 / ６ ㈬〜 9 / 8 ㈮ 京都・奈良

国
　
　
　
　
史

松 浦 光 修 9 / 5 ㈫〜 9 / 7 ㈭ 鹿児島・山口

岡 野 友 彦 9 / 7 ㈭〜 9 / 9 ㈯ 東北

多 田 實 道 9 / 4 ㈪〜 9 / 8 ㈮ 近畿・九州・中国

遠 藤 慶 太 9 /１１㈪〜 9 /１3㈬ 青森・岩手

谷 口 裕 信
堀 内 淳 一
谷 戸 佑 紀

9 /１0㈰〜 9 /１3㈬ 青森・秋田

長 谷 川　 怜 9 / 5 ㈫〜 9 / 9 ㈯ 東京

コ
　
ミ

芳 賀 康 朗
髙 沢 佳 司
中　山　　真
栗 野 理恵子

9 / 4 ㈪〜 9 / 7 ㈭ 宮城

海
　
　
外

国
文

上小倉 一 志
松 下 道 信 9 / 5 ㈫〜 9 / 8 ㈮ 台湾

コ
　
ミ

川 村 一 代
玉 田 貴 裕 9 / 4 ㈪〜 9 / 7 ㈭ 台湾

豊　住　　誠
クリストファー メイヨー 9 /１0㈰〜 9 /１3㈬ 香港

※春季休業期間の2〜 3月にも実施。

参
加
者
が
よ
り
楽
し
め
る
よ
う
ゲ
ー
ム
の
コ
ツ

を
伝
え
た
り
励
ま
し
の
声
を
か
け
盛
り
上
げ

る
学
生
た
ち

誰もがスポーツを楽しんだ1日となった

「
偉
人
の
逸
話
か
ら
得
ら
れ
る
パ
ワ
ー
は
絶

大
」と
語
る
中
村
さ
ん

伊勢市民にとって
懐かしの味＂ぱんじゅう＂

焼き印は「樽神輿」

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports

皇 學 館 学 園 報（  ）　第98号  令和 5年12月20日5



楽しみながら協力・自立の大切さ学ぶ
１ 年生がともやま公園で宿泊研修

次につながる農漁林業体験
２ 年生が東紀州で宿泊研修

日頃の勉強の成果を発揮
3 年生が東京へ修学旅行

車いす利用者の神宮参拝をサポート

「家庭に感謝する日」の行事を実施 第18回 皇學館中学校・高等学校英語
スピーチコンテストを開催

健康で快適な生活を支えてくれる家族
� 皇學館中学校 １年　出  口  琴  音

大切で大好きな家族がいる私は幸せ
� 皇學館高等学校 １年　倉  島  芭  和

　「家庭に感謝する日」という題名を
聞いて最初に思い浮かんだのは、私
の日々は家族に支えられて健康で快
適な生活が送られているということ
です。
　毎日の生活で当たり前に用意され
ていたり、当たり前に思っていたり
することも家族の誰かが用意や手伝
いをしてくれていました。例えば毎
日食べているご飯です。母親が毎日
早起きして朝食とお昼のお弁当を作
ってくれます。しかも栄養バランス
を考えて色々なメニューを用意して
くれます。また、私の好きな食べ物
を入れてほしいとリクエストすると

入れてくれます。学校や塾の送り迎
えも忙しい仕事の合間に来てくれま
す。学校の行事も両親揃って見に来
てくれて恥ずかしい気持ちもありま
すが、どこか嬉しい気持ちもありま
す。私が風邪で寝込んでいた時は看
病してくれました。風邪がうつるか
もしれないのにそばにいてくれて嬉
しかったです。私が困っていたり悩
んでいたりする時に一番助けてくれ
るのは家族です。今は助けてもらう
ことの方が多いですが、私が大人に
なったら家の手伝いをたくさんして、
家族を助けられるようになりたいな
と思います。

　私はこの作文を機に家族に対して
当たり前だと思っていたことに感謝
するべきだと思いました。おいしい
ご飯を作ってくれて、いつも支えて
くれて、遊んでくれて、そばにいて
くれて、正しいことを教えてくれて、
ずっとずっと愛してくれて、私のた
めに何かをしてくれて、相手のため
に何かをする大切さを教えてくれて、
今の私でいさせてくれて、全部全部
ありがとう。どんなに感謝してもし
切れないほど幸せです。
　私は家族みんながいることを、私
と過ごしてくれることを当たり前だ

と思いたくありません。いつかはバ
ラバラになってしまうことも分かっ
ています。けれど、みんながいる幸
せを忘れないように、毎日「ありが
とう」を絶対に伝えていきたいです。
今日も明日も、この日が続いていて
ほしいです。みんなで一緒に成長し
て、いろいろなことを学んで、喧嘩
したり間違った道にそれてしまった
りするかもしれないけれど、いつで
も帰ってきていい場所で、待ってい
てくれる人がいる場所。そんな家庭
だと思います。そんな大切で大好き
な家族がいる私はとても幸せです。

10月28日、第18回英語スピーチコンテストが開催された。本スピーチコンテストは英語学習に意欲的に取り組んでいる県内の小学生や中学生
に英語によるスピーチの機会を提供するとともに、皇學館中学校・高等学校
での英語教育、国際教育の一端を知っていただくことを目的に実施している。

小学生の部はBeginner（英語学習 2 年未満対象）
とAdvanced（英語学習 2年以上対象）に分かれて
おり、中学生の部と合わせて 3部門による構成。
この日は一次審査（動画審査）の通過者が白熱し
たスピーチを発表し、鍛錬の成果を披露した。

9 月21日、22日と 1泊
2日の日程で、志摩

市ともやま公園にて 1年生
が宿泊研修を行った。
　 1日目は屋内でのドッヂ
ボールや生徒企画のレクリエーションを楽しみ、
飯ごう炊飯とカレー作りを実施。おいしくできた
カレーライスを堪能した後、締めくくりにキャン
プファイヤーを行った。 2日目は午前中にシーカ
ヤックを体験。ペアで協力して漕ぎながら海面か
らの景色を満喫した。研修スタートからあいにく
の天候だったが、関わっていただいたたくさんの
方々のサポートと、持ち前の元気のよさ、明るさ
で楽しい 2日間を過ごせた。

10月6日・ 7日の両日、 2年生が宿泊
研修で東紀州を訪れた。
2日間とも好天に恵まれ、
東紀州の自然をしっかり
と体感することができた。研修の目的は「地場産
業研究」であり、農業・漁業・林業に直接触れて
学ぶことにあった。生徒たちは事前指導や研究に
真剣に取り組み、現地でも仲間と声を掛け合いな
がら協力して学ぶ姿がみられた。三重県の素晴ら
しさ、第 1次産業の大切さ、世界遺産のある東紀
州の雄大さ、仲間との絆の大切さなどたくさんの
学びを得た研修となった。

11月12日から15日まで、 3泊 4日
の日程で 3年生が東京
への修学旅行を実施し
た。日頃の英語学習の
成果を発揮すべく、現
地で外国人へのインタ
ビューや「世界に日本の文化を伝えよう」をテー
マに英語でのプレゼン発表に取り組んだ生徒たち。
靖國神社や国会議事堂、東京ディズニーランドな
どを巡り、充実した修学旅行になったようだ。

教育勅語の「父母ニ孝ニ…」とある趣旨に
基づき、勅語渙発の10月30日を「父母の

日」と定め、私たちを育んでくれた両親、先祖
に感謝の意を表す日としている。
　本年10月30日、昭和41年から本校の恒例行事となっている教育勅語の
謹書を行い、また家庭への感謝の気持ちを作文にした。次に作品の一部
（抜粋）を紹介する。

敬老の日の 9月18日、高校21名、
中学校 3名の生徒が車いすを

利用する高齢者や障がい者の神宮参
拝を支援するボランティアを行った。
これはNPO法人伊勢志摩バリアフリ
ーツアーセンターが企画した「車い
すde伊勢神宮参拝プロジェクト」の
一環。生徒たちは玉砂利の敷かれた
神域内で車いすを押したり、内宮正
宮前階段で車いすを持ち上げたりし
て参加者との交流を楽しんだ。いろ
いろな人と交わりたいとの気持ちか
ら同プロジェクトに応募したという
永井結さん（ 2年）は「車いすを傾け

たり歩調をあわ
せたりするのが
想像以上に難し
かった。何度か
バランスを崩し
かけたのにもか
かわらず、私たちが不慣れなことを
承知で笑顔で許してくれた上に、動
作のアドバイスまでしてくれた。今
回参加したことで車いすでの移動の
大変さやサポートの重要性などさま
ざまなことを学んだ。このプロジェ
クトで得たたくさんの学びをこれか
らにつなげていきたい」と話した。

生徒の感想

◦品川に着いてすぐに英語キャンプに入り、ほぼ １日オー
ルイングリッシュで積極的に活動することができた。靖
國神社では国を守って亡くなられた 24６ 万余柱のご祭神
に正式参拝した際に、館友の山口建史宮司を始め、本学
卒業生の神職さんから親しくお話を伺い、一緒に写真撮
影をしていただけたのは一生の思い出になった。副室長
としても、室長と連携して点呼や報告などを行い、「みん
なと協力する」という目標は達成できたと思う。全体を
通して笑顔溢れる、とても楽しい 4日間となった。

高
校
・
中
学
校

高
　
校

中
学
校

小
学
生
の
部

Beginner
優　勝 松 下 煌 英さん（伊勢市立明野小学校）

準優勝 藤 永 凌 和さん（津市立南が丘小学校）
Advanced
優　勝 藤 井 真 愛さん（津市立南が丘小学校）

準優勝 中 田 瑚 雪さん（松阪市立花岡小学校）

中
学
生
の
部

優　勝 藤 井 結 愛さん（セントヨゼフ女子学園中学校）

準優勝 浅野イザベラさん（津市立南郊中学校）

第 ３位 福 浦 美 咲さん（松阪市立嬉野中学校）

生徒の感想

◦事前指導で教えてくださった「研修には研ぎ合うという
意味がある」との言葉通り、しっかり実践できたと思う。
◦今までの遠足と違い、地域の人たちとつながることがで
き、東紀州という地域を深く知ることができた。第 １次
産業の抱える問題についてもっと考えてみたい。
◦農業学習で収穫したみかんはとてもおいしかった。

中学生の部

小学生の部

生徒の感想

◦さまざまな場面で自立やチームで協力する大切さを学べ
た。楽しくメリハリがあり、本当に勉強になった。
◦クラスメイトの新たな一面を知ることができた。
◦ペアとの連携が大事なシーカヤックではコミュニケーシ
ョン力が養え、何より楽しかった。

東京大学の安田講堂前
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委託販売のお知らせ

ご注文の際は、出版部ホーム
ページからお申込みください。

右記のコードからアクセスできます▶

　

　

イベントカレンダー
各講座の詳細は本学ホームページでご確認ください。
時時場所（■本学 ■他）料料金対対象予予約問問合先

歓声と賑わいが戻った学園祭
2月

 ₁
土
₀ 　 よんぶんセミナー（皇學館大学公開講座）

   四日市ゆかりの神社を知る
第 ₂ 回「鳥出神社・鵜森神社 
　四日市の式内社と古代の神祇祭祀　」
講師 佐野真人（研究開発推進センター准教授）
時₁₃：₃₀～₁₅：₀₀（受付は₁₃：₀₀～）
場三浜文化会館 会議室Ｄ 料無料 対一般 予必要

【申込方法】インターネット　四日市市文化会館ホ
ームページ、三浜文化会館ホームページから
問四日市市文化会館 ₀₅₉︲₃₅₄︲₄₅₀₁
　（₉：₀₀～₁₉：₀₀、第 ₂ 月曜を除く月曜休館）

 ₁
日
₈ 　 令和 ５ 年度 なばりカレッジ皇學館大学ふるさと講座

   天正伊賀の乱と伊賀の中世城館
講師 竹田憲治（本学非常勤講師）
時₁₄：₀₀～（受付は₁₃：₃₀～） 場名張市防災センタ
ー（三重県名張市鴻之台 ₁ 番町 ₂ 番地） 
料無料 対一般 予必要（先着順、定員₃₀名）

【申込方法】₁ 月₁₅日～₃₁日に電話の方は①氏名
②住所 ③連絡先電話番号を、Ｅメール・FAXの方
は件名に「ふるさと講座」、本文欄に①②③を明記
の上、下記問い合わせ先までお申し込みください。
問名張市教育委員会文化生涯学習室 
　₀₅₉₅︲₆₃︲₇₈₉₂　ＦＡＸ ₀₅₉₅︲₆₃︲₉₈₄₈
　Eメールsyougaigaku@city.nabari.mie.jp

皇學館高等学校創立₆₀周年・皇學館中学校創立₄５周年記念

祭典に高校生祭員が初参加
校友会総務委員長　山中 美璃依（ ₂ 年₁₀組）

　本年度の皇高祭は皇學館高等学校創立₆₀周年を記念して例
年よりも盛大に行われました。 ₁ 日目はシンフォニアテクノ
ロジー響ホール伊勢で、祭典、吹奏楽部のコンサート、アト
ラクション、 ₂ 日目はクラブ・クラス展示、体育館でのイベ
ントが実施されました。
　祭典では、初めて高校生が祭員として参加し、アトラクシ
ョンではスペシャルユニット「Dream」の皆さんが奏でる音
色に会場全体が一体となって圧倒されました。
　 ₂ 日目のクラス展示では、 ₁ 年生は北海道、 ₂ 年生は三重
県をテーマに、各クラス展示を行いました。昨年度とは異な
り、模擬店を行うクラスやキッチンカーの出店、体育館で自
由観覧の有志発表やカラオケ大会が行われ、とても盛り上が
りました。
　皇高祭終了後、生徒の皆さんからたくさんの「楽しかった」
という言葉を耳にし、開催までの多くの苦労が報われたよう
な気がしました。来年度の皇高祭がさらによりよいものとな
るよう、校友会本部役員一同頑張っていきたいです。

　キクイチ分室（伊勢菊一）様にて、皇學館大学
出版部の一部書籍を委託販売していただくこ
とになりました。ぜひ、お立ち寄りください。

【委託販売先】
キクイチ分室（伊勢菊一）様
三重県伊勢市本町６-4 
シャレオ・サエキ 2階 キクイチ分室 インスタグラム▲

新刊のご案内
講演叢書 
第１97輯

中 山 　真 著
ストレスと向き合う心理学

講演叢書 
第１98輯

大 杉 成 喜 著
明日を切り拓く特別支援教育　テクノロ
ジーによる障がい支援、これまでとこれから　

講演叢書 
第１99輯

加 藤 純 一 著
解釈する身体・解釈しない身体�
　武道論的視座からのアプローチ　

講演叢書 
第200輯

駒 田 聡 子 著
食生活で心と体の健康を保つ力を
育む三重の食

講演叢書 
第20１輯

高橋 摩衣子 著
小泉文夫の音楽教育論から読み解く
教材としてのわらべうたの役割

講演叢書 
第202輯

中 條 敦 仁 著
これまでの国語、これからの国語
　教科書の物語文の語句・表現を手がかりに　

講演叢書 
第203輯

渡 邉 賢 二 著
教育現場の現状と支援�　笑顔あふれ
る学校・学級づくりを目指して　

講演叢書 
第204輯

渡 邊 　毅 著
明日の学校を創る道徳教育

第62回倉陵祭
テーマ●息吹
次世代につなげる「倉陵祭」を 
創りたい
実行委員長　中 村 悠 真（国文 ₄ 年）

　倉陵祭はコロナ禍による中止、オ
ンライン開催、学内開催を経て、今
年ついに一般開放することができま
した。大事にしたのは＂俯瞰の視点＂
です。路線バスの車体に広告を出し周知したり、学内の
イルミネーションやライトの設置なども初めて行いまし
た。カラオケ大会を初めて催したのも、来てくださる方々
に「元気を届けたい」との思いからです。運営にあたっ
ては来年以降の倉陵祭につながるよう、できる限り上級
生と下級生をペアにしてスムーズに引継ぎできるように
しました。
　法律が変わり、模擬店に食品衛生責任者を必ず置かな
ければいけないなど前例のない場面も多々ありました。
大変でしたが、開催後にたくさんの人から「すごくよか
ったよ !」「大成功だな」と声をかけていただき、本当に
やってよかったと感じています。後輩たちには「失敗し
てもいい」くらいの心積もりで肩の力を抜き、自分たち
の「倉陵祭」を創り上げていってほしいと思います。

第61回皇高祭
テーマ●Let’s create! 

～皇學館を次の時代へ～

第44回皇中祭
テーマ●Toward a bright future 

～創り上げよう個性で～

合唱コンクールは3年Ａ組が金賞、
BRBは2年Ａ組が優勝
　
　 ₁ 日目は皇學館大学記念講堂にて祭典、合唱コンクール、ブ
ックレビューバトル（BRB）、日本文化部の演奏会を行いまし
た。 ₂ 日目は皇學館中学校でクラス・クラブ展示発表、書道・
美術作品展示、英語部・未来理工部の発表会などを行いまし
た。今年度は例年より ₁ カ月早い開催となり準備期間が短い
中、各クラス、クラブは一生懸命準備を進め、どれも素晴ら
しい発表となりました。
　合唱コンクールで指揮を執った伊藤直子さん（ ₃ 年Ａ組）は

「記念すべき年に金賞を取れてうれしい。最初はあまり揃わな
かった歌声にプレッシャーと焦りを感じましたが、一人ひと
りの努力と団結により ₂ 年連続で金賞を取らせていただくこ
とができました」と喜びを語りました。
　BRBで優勝した ₂ 年Ａ組の黒田若奈さんは「BRBは去年よ

りもよくなっていたと思います。もっ
と改善できることもあると思ったので
頑張りたいです。準備もみんなで協力
したり、居残りしたり楽しかったです」、
同じく ₂ 年Ａ組の三島香里奈さんは

「みんなが一つになって皇中祭に向け
て頑張れてよかったと思いました。今
年の皇中祭は去年よりも楽しかったで
す」と話しました。

₃ 名が優良生徒表彰

　₁₀月₂₁日アスト津において第₅₉回三重県私
学大会が開催され、皇學館高等学校 ₃ 年の大
津拓己さん（前校友会総務委員長）と室田真里さ
ん（前校友会総務副委員長）、皇學館中学校 ₃ 年
の山下輝之さん（校友会総務委員長）の ₃ 名が
優良生徒として表彰を受けた。大津さんは「校
友会活動をこのような形で評価してもらえて
とても嬉しい」、室田さんは「みんなの支えが
あってこその受賞」、山下さんは「校友会委員
全員が受賞したのだと思う」とコメントした。

₁₀／₂₈圡
～₂₉㊐

₉／₁₄㊍
～₁５㊎

₉／₁₆圡
～₁₇㊐

模擬店

書道部の展示

よさこい部“雅”の華麗な演舞

祭典で幕開けとなる倉陵祭

子ども広場班は「ジャックとアリスの不思議な物語」を熱演

BRBは2年Ａ組が優勝

高校生祭員が初めて参加 緊張しながらの楽器体験

吹奏楽部とダンス部による合同パフォーマンス 合唱コンクールは3年Ａ組が金賞

左から室田さん、大津さん、山下さん
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選 手 の コメント

女子軟式野球部 ₃ 名が
ジャパンカップ選抜メンバーに!
第₂₉回 女子軟式野球ジャパンカップ

駅伝競走部₁₂名が完走
₃５位と力の差を感じるも闘争心に火
箱根駅伝 第₁₀₀回大会予選会

皇學館高等学校生が実行委員などで活躍
第₄₃回 近畿高等学校総合文化祭三重大会

上村芽生さ
（３年）

ん、福田浬央さ
（３年）

んが
雑誌「CAPA」月例フォトコンで ₂ 席

「CAPA」月例フォトコンテスト

　10月 1 日に東京都江戸川区球場で第29回女子軟式野球ジ
ャパンカップ王座決定戦が行われ、本学女子軟式野球部の
鈴木美結さん（現日 4）が内野手、原奈津美さん（教育 2）が投
手、森島希菜里さん（教育 2）が捕手として出場した。
　「日本女子体育大学をはじめ強豪チームの団結力やコミ
ュニケーション力の高さを目の当たりにして勉強になっ
た」と話すのは鈴木さんだ。積極的に話し掛けてくれ、鈴木
さんがレフトフライを放った際も「ナイスバッティング!」
とみんなで盛り上げてくれたという。原さんは「球種を増
やし、コントロールでは誰にも負
けない投手になるという目標を持
つことができた」、森島さんは「選
ばれて光栄。ハイレベルな他校の
選手たちに出会え、刺激になった」
と語り、それぞれに収穫の多い経
験になったようだ。
　そんな 3人の目下の悩みは部員
数が少ないこと。鈴木さんは「部員同士とても仲良く、楽

しくも真剣に野球に向き合えるチーム。
初心者のメンバーもいるので気軽に入部
してほしい」と語る。森島さんは「人脈
が広がった。先輩からは大学生活のアド
バイスをもらえ、今回のように選ばれれ
ば全国の野球をやっている人たちと友だ
ちになれる」、保育士をめざす原さんは
「練習を通して集中力が身に付いた。部活
と学業とがお互いにいい影響を与え合っ
ている」と話した。

　10月14日、陸上自衛隊立川駐屯地で行われ
た箱根駅伝第 100 回大会予選会に本学駅伝競
走部が出場。12名が21.0975キロのハーフマラ
ソンを走り抜き、上位10名の合計タイム11時
間10分00秒で57チーム中、35位となった。
　國學院大學時代に箱根駅伝を 4度経験し、
駅伝ファンなら知らない人はいない「寺田交
差点」の伝説で知られる寺田夏生監督は「10
年前、私が選手として並んだ場所に皇學館の
選手たちが並び、それを見守る立場となって
いることに不思議な気持ちがする」と感慨深
げに語る。そして、「出場権に対する関東勢の

執念、予選会とは思えない緊張感、観客、応
援団の数に改めて箱根駅伝の大きさを実感し
た。選手にはただ参加しただけで終わらせる
ことなく、予選会を走って感じたことをこれ
からの競技、チームに還元していってほしい」
と説いた。
　選手たちは関東勢のレベルの高さを痛感す
るも、ひるむことなく、むしろ闘争心に火が
ついたようだ。それぞれの課題克服に向け今
日も練習に励む選手たち。今回の経験を糧に
どのような復活劇を見せてくれるのか、期待
が集まる。

　11月10日〜19日、第43回近畿高等学校総合
文化祭三重大会が開催され、本校生徒が実行
委員長になるなどして活躍した。この大会は
「近畿は一つ」を合言葉に、芸術文化活動に取
り組む 2府 8県の高校生が交流と研鑽を深め
る総合的な発表の場。今年は三重県の文化系

クラブ18部門の代表者
83名が実行委員となり
準備を進めてきた。
　本校からは大田莉穂
さん（ 2年）と谷口心渚
さん（ 2年）が広報グル
ープのメンバーとして
大会 PR のためのイン
スタグラムを作成。写
真部門では田中明依紗
さん（ 2年）が部門実行

委員長を務め、三重県の紹介を盛り込んだ印
象的な挨拶を行った。表彰式・講評会の司会

進行係は山崎智可さん（ 2年）と松本茉莉恵さ
ん（ 2年）が務め、はっきりとした言葉遣いで
スムーズに会を進行した。演劇部門では向井
音々さん（ 2年）が部門実行委員長を務め、宮
田碧さん（ 2年）が三重高校、伊勢学園高校の
演劇部員と共に劇の上演を行った。吹奏楽部
門では吹奏楽部が県下11校の吹奏楽部と合同
で「インスパイア」と「風になりたい」を演
奏。囲碁部門では小島凜子さん（ 2年）と田邉
柚人さん（ 1年）が行事運営生徒として参加し
た。各部門で多くの生徒が積極的に雰囲気を
盛り上げ、大会を成功に導く一助となった。

　カメラ・写真雑誌「CAPA」月例フォトコンテストで入賞
常連校となっている皇學館高等学校写真部。2023年10月号
では上野芽生さん（ 3年）の作品「思索中」が、12月号では福
田浬央さん（ 3年）の作品「夕暮れの私」が 2席を受賞した。
前月号でも入賞した福田さんは、 2カ月連続受賞の快挙だ。
　写真家の公文健太郎さんはそれぞれ「モノクロームの柔
らかなトーンで路面や植物の質感を描き、構造物の線をダ
イナミックに使い動きを出した。写真としての完成度が高
い」、「独特の存在感。クマのぬいぐるみがまるで自分の限

られた理解者であることを表
しているよう」と講評した。

幼
稚
園
の
先
生
や
家
族
の
影
響
で
幼

い
頃
か
ら
野
球
を
始
め
た
３
人（
左
か

ら
森
島
さ
ん
、鈴
木
さ
ん
、原
さ
ん
）

●松 野 颯 斗（現日 4）
改めて関東との差を体感して練習
の必要性を感じた。長距離への適
性はあると思う。年明けからハー
フやマラソンを走るので対応する
練習を積み、₁₀キロ以降も走れる
体力をつける。
●岩 島 昇 汰（国史 3）
今までにない大きな舞台で走れる
ことにワクワクした。圧倒的なレ
ベルの違い、 ₁ 秒の重みを感じた。
結果につなげられるよう、練習を
積んでいきたい。
●畠 山 大 輔（国史 3）
転倒しないためのポジション取り
や集団の利用の仕方など勉強にな
った。長丁場に対応する筋力を付
け、ハーフは₆₃分台、ロードでは
関東勢と戦えるようにしたい。　

●藤　川　　創（コミ 3）
本来立つことができない場所に立
ててうれしかった。強豪校と走っ
たことで関東校の本気度、自身の
力不足を感じた。後半に大きくペ
ースダウンしてしまった課題を克
服していきたい。
●中 村 颯 太（教育 3）
関東勢の層の厚さと地方勢との力
の差を感じた。レースを楽しんで
最後まであきらめなかった点はよ
かったが、後半の失速が目立った。
駅伝メンバーに入ることが目標。
●浦 瀬 晃太朗（現日 3）
関東の大学と戦うには力不足。後
半のスタミナが課題。練習量を増
やし、継続して取り組む。区間順
位で関東勢に割り込みたい。
●芝 辻 晴 裕（現日 3）
改めて実力の差を感じたが、絶対
勝てない相手ではないと思った。
アップの仕方が勉強になった。関
東勢と戦える実力をつけて、全日
本インカレ入賞をめざしたい。
●大 井 飛 翔（現日 2）
闘争心が芽生え、多くの人が応援
してくれることに改めて感謝しな
ければいけないと思った。チーム

内でトップ争いをするくらい強く
なり、関東勢に食らいつく。
●神 部 大 希（現日 2）
応援してくださる方々への感謝が
大事だと学んだ。今後の目標は
₅₀₀₀ｍでの自己ベスト更新と、駅
伝に出場して活躍すること。
●森　下　　楓（現日 2）
関東勢と一緒に走るだけで満足す
るのではなく、競い合えるくらい
強くなりたい。関東勢と自分との
力の差を実感できてよかった。目
標は区間上位で走れるくらいの力
をつける。
●前 野 皓 士（コミ １）
自身の無力さ、後半の弱さ、練習
不足を痛感したが伸びしろはある
と思った。フォームを改善し、チ
ームトップに食い込める走力を付
け、長距離に対応できる強い選手
になる。
●田 中 瑞 輝（教育 １）
強豪校の選手は大会に臨む心構え
から違った。大事な試合で力を出
し切ることの難しさを改めて感じ
た。積極性を身に付け、先輩方に
追いつけるよう練習を頑張ってい
きたい。

原さん

森島さん

総合開会式

谷口さん（中）、大田さん（右）

田中さん

司会の松本さん（左）、
山崎さん（右）

上
村
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ん
の
作
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思
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」 福田さんの作品「夕暮れの私」

高い志とチャレンジ精神でもって学内のみならず、さまざまな 
フィールドで活躍している皇學館生たち。本コーナーでは 
彼らの熱い思いとともに、その活動ぶりをご紹介します。
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